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抄録

　個人レベルの特性に焦点をあてるべきなのかだろうか，それとも集団レベルの特性や環境要因に焦点をあてるべきなの

だろうか．この問題は，新たに注目されつつある政策的な議論であり，これからの健康政策の具体的な展開を検討してい

く上で大きな示唆を含んでいる．個人の属性に加えてどの地域に居住しているかということが，われわれの健康に対して

影響を与えていることが定量的に明らかにされ，従来，着目されてきた個人レベルの特性に加えて集団における健康や健

康格差を作り出す要因として，地域の文脈（context）や環境要因の果たす役割が近年の研究においてますます強調される

ようになってきている．そうした中で階層構造を有するデータを分析することが可能であるマルチレベル分析に対して近

年関心が高まりつつある．そこで，本稿ではマルチレベル分析の特徴を概観するとともに，保健医療分野における集団性

を加味したマルチレベルモデルの導入，及び先行研究におけるエビデンス，そして健康政策への応用可能性について論じ

るものとする．
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Abstract
　Multilevel methods provide a theoretical and technical framework that can help reconceptualize much of health science 
research. Specifically, they compel the researcher to reflect on the multilevel nature of casual process and raise questions that 
are not simply about fixed averages but rather about the validity and heterogeneity of populations. We begin by outlining the 
conceptual motivation behind multilevel analysis, then introduce the idea of multilevel models and discuss the implication for 
health policy.
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健康格差におけるエコロジカルファクターへの
関心の高まり

はじめに

　個人の属性に加えてどのような地域に暮らしているかと

いうことが，われわれの健康に影響を与えるという認識，

再認識が高まりつつある1-4）．近隣地域（neighborhood）
や職場・学校，よりマクロな文脈（context）としての行

政区単位など，われわれの生活はそれぞれ異なった状況下

において営まれている．そうしたなかで，従来，着目され

てきた個人レベルの特性に加えて集団における健康や健康

格差を作り出す要因として，地域の文脈（context）や環

境要因の果たす役割が近年の研究においてますます強調さ

れるようになってきている．

　こうした集団レベルの視点を疫学研究において考えた場

合には，「ある集団（たとえば，集団Ａ，Ｂ，Ｃ）は健康

でないのに，その一方でなぜある集団（たとえば，集団

Ｄ）は健康なのだろうか？」という研究仮説が提起され

る．ただし，この仮説を検証することは，リスクファク

ターに着目した典型的な疫学研究において提起されてきた

「ある人は健康でないのに，その一方でなぜある人は健康

なのだろうか？」という視点では困難である5）．

　個人レベルのリスクファクターに着目する古典的疫学手

法は，健康の集団的な傾向やその分布を説明するにあた

り，概念的にも手法的にも欠点を有している．たとえば，

現在，心疾患に関しては300以上にわたるリスクファク

ターが明らかにされており，たしかにこうした個人レベル

での知見により，将来どのような人々が心疾患を発症しや

すいかを予測することは可能とされている．しかしなが

ら，個人レベルの要因に着目したアプローチでは，なぜあ

る集団は他の集団に比べて心疾患の発症率が低いのか，と

いう集団レベルの仮説については明らかにすることができ

ないのである．すなわち，集団レベルの研究仮説において

は，その集団におけるリスクファクターの分布や個人のリ

スクファクターと集団の潜在的文脈（context）における

交互作用など集団レベルの要因，すなわちエコロジカル

ファクターを加味した検証が必要なのである．

　エコロジカルファクターへの視点は，言い換えればマル

チレベル分析そのものであり，健康に影響を及ぼす要因を

考える場合には，個人レベルと集団レベルのそれぞれの作

用を考えることが必要なのである．マルチレベルという用

語は公衆衛生領域では学際的な意味で用いられてきた

が6），本稿において論述するマルチレベルという用語は，

分析における階層構造を意味するものである．こうした点

をふまえ，本稿ではマルチレベル分析の特徴を概観すると

ともに，保健医療分野における集団性を加味したマルチレ

ベルモデルの導入，及び先行研究におけるエビデンス，そ

して健康政策への応用可能性について議論を進めていくも

のとする．

マルチレベル分析はなぜ必要とされるのか

　マルチレベル分析は，研究におけるいくつかの本質的，

かつ技術的な利点を有しているといえる．

　本質的な利点としては，生態学的錯誤（集団レベルでの

知見を用いて，個人レベルでの推論を行う場合に生じる錯

誤），心理学主義的錯誤（個人レベルでの知見を用いて，

個人レベルでの推論を行う場合に，集団レベルの要因を考

慮しないために生じる錯誤），原子論的錯誤（個人レベル

での知見を用いて，集団レベルでの推論を行う場合に生じ

る錯誤）という各種の錯誤についてマルチレベル分析を用

いることにより対処できることにある7）．

　上記の各種錯誤に共通する問題とは，それぞれのレベル

において観察されうる重要な関係性を十分に認識できてい

ないことにある．具体的には，従来の個人レベルでの関係

性（たとえば，収入が低い人ほど不健康を示す傾向にあ

る）や集団レベルでの関係性（たとえば，収入が低い人の

割合が高い地域ほど，不健康の人の割合が高い傾向を示

す）にとどまらず，マルチレベル分析においては個人レベ

ルと集団レベルの関係性（たとえば，収入が低い人の割合

が高い地域に住む収入の低い人が，最も不健康な傾向を示

す）についても考えることができるのである．このように

階層構造を有するデータを分析することにより，各レベル

とその関係性を明らかにすることができる．

　また，技術的な利点としては，固定効果の推定値を効率

的に得ることができる点が挙げられる．具体的には，階層

構造を有しているこれらの情報を用いることにより，マル

チレベルモデルは正確な標準誤差を与え，頑強性の高い信

頼区間の推定と有意差検定を行えるのである．そして，こ

れらは階層構造の存在を考慮していない従来の分析手法と

比べると，一般的により現実の状況を反映した値を示すこ

とになる．より広義には，マルチレベルモデルによってそ

れぞれのレベルにおける複雑な分散構造に対して，より適

切で現実的な推定が可能になるのである．また，マルチレ

ベルモデルは精度にも優れており，各々の集団からの集約

された情報を利用して，特定の集団についての推定も行う

ことができるのである．

マルチレベルモデルの特徴について

　マルチレベルモデルは，階層（hierarchical）モデル，

混合（mixed）モデル，ランダム効果（random-effects）
モデル，分散要因（covariance components）モデル，ラ

ンダム係数回帰（random-coefficient regression）モデルな

どとしてもよく知られている8）-12）．こうしたマルチレベル

モデルの構成において重要な点はデータ構造を理解するこ

とであり，その構造は概して個人からなる下位のレベルと

空間的（地域など），もしくは非空間的（学校や病院など）

な集まりからなるより上位のレベルから構成されている．

しかし，健康に関する研究において，このような上位のレ

ベルを同定し設定することの重要性は，これまで見過ごさ

れてきた傾向にある．そこで，まず，個人レベルのばらつ
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きを越えてその上位レベルにおいても，なぜアウトカムの

ばらつきが存在するかということを考えていくことが必要

である．そしてこの問いは，どの程度上位のレベルまでモ

デルに含めるのかという点について検討するうえで，非常

に重要な視点なのである．

　より具体的に，マルチレベルモデルにおける三つの特徴

についてみていくものとする．第一には，マルチレベルモ

デルの基本的な適用として，アウトカムのばらつきをそれ

ぞれのレベルに分けて検討することが可能であるというこ

とである．たとえば，地域間における健康度のばらつきが

存在する場合には，そのばらつきが地域という文脈

（context）に内在し，そのレベルで測定される要因に起因

している可能性が考えられる．言い換えれば，地域間にお

ける健康度のばらつきはその文脈効果（contextual effect）
として生じている可能性を意味するものである．その一方

で，こうした地域間におけるばらつきは構成効果

（compositional effect）により生じている可能性も考えら

れる．すなわち，不健康に罹りやすい特性を持った人が，

単にその地域に集まっている状況である．

　つまり，ここでの問題の所在は，地域間に健康度のばら

つきが見られるということではなく（むしろ，こうしたば

らつきがみられるほうが通常であるが），こうしたばらつ

きを生み出している主要な源泉は何であるかということで

あり，より分析的な表現をするのであるならば「地域間で

の健康度の違いを説明するのに，地域の個人の特性

（compositional effect）を考慮しても，なお地域間におい

て違いが存在するか？」ということなのである．こうした

構成効果（compositional effect）と文脈効果（contextual 
effect）という考え方は一般的な関係性にすぎず，この関

係性はより具体的な文脈（context）として，行政区画

（例：政策的な境界）の場合も，時間（例：異なる観察期

間）の場合も，組織（例：学校や病院）の場合においても

ありえるものであり，モデルとして様々なケースに応用で

きるのである．

　第二には，文脈（context）の相違が全ての人にとって，

同様の影響をもたらさない場合についても，マルチレベル

分析を用いて検討を行うことが可能であるということであ

る． こ う し た 文 脈 効 果 の 非 一 様 性（contextual 
heterogeneity）を分析することは，マルチレベル分析が

担っているもう一つの側面である．

　たとえば，社会階層の高い人々にとっては，どの地域に

居住しているかは問題にならない（つまり地域間のばらつ

きは小さいといえる）が，社会階層の低い人々においては

重大な問題であり，地域間のばらつきは大きなものとなる

ような状況である．さらに，こうした非一様性はある種の

順序性を想定しうるのであるが，それはつまり，特定の集

団にとってプラスの働きをなす文脈効果（contextual 
effect）は，別の集団にとってはマイナスの働きをなすと

いうものであり，その逆も考えられるというものである．

最終的にこれらの特徴を端的に言い表すならば，それは

「アウトカムに対する地域間の差異は，その構成集団にお

いてさらに異なるのか？」ということなのである．

　最後に，文脈（context）の相違というものは，それを

構成する個人の特性とともに，地域の様々な特性からも影

響を受ける可能性があるといえる．言い換えると個人のア

ウトカムの相違は文脈（context）との相互作用の結果よ

り生じている可能性があり，個人レベルの要因と地域レベ

ルの要因との相対的な影響の大きさを検証することは，マ

ルチレベル分析のもう一つの重要な側面なのである．たと

えば，個人の所属する社会階層といった個人レベルの要因

を取り除いた後においても，個人の健康がその個人の住む

地域の貧困度により左右される場合が考えられる．高い社

会階層に属する人でも低い社会階層に属する人でも，貧困

の文脈効果（contextual effect）に関しては，違いがない

という状況である．つまり，地域の貧困度により，その地

域に住む個人の健康を予測しうるが，社会階層における健

康格差には影響を及ぼさないような状況である．また逆

に，高い社会階層と低い社会階層で貧困の文脈効果

（contextual effect）が異なることもある．たとえば低い社

会階層に対して地域レベルの要因である貧困度が負の影響

を及ぼし，高い社会階層では正の影響を及ぼすといった場

合である．こうした貧困という要因が特定の社会集団に逆

方向に作用することを通して，貧困度が最も高い地域は，

低い地域に比べて，健康の格差がより大きな地域であろう

という帰結がもたらされるのである．

基本的な分析モデルの概要：ランダム切片モデル

　マルチレベルモデルは，それぞれのレベル（レベル 1 ，

レベル 2 などの各レベル）において分析モデルを設定し，

それらが組み合わされて構成されている．そこで，以下で

は，2 つのレベル（レベル 1 ，レベル 2 ）から構成される

個人の健康感をアウトカムとし，さらに個人レベルの説明

変数として年齢を用いたモデルを考えるものとする．

　まず， レベル 1 のモデルは下記の通り示すことができ

る．

　　 　（1）
　（1）式において， は j 番目の地域における i 番目の個

人の健康感を示している．また， は j 番目の地域にお

ける平均的な健康感， は他の全ての説明変数を一定に

した場合に年齢を1単位増加させた際の健康感の平均的な

増加量を示している． は残差を示しており，通常の回

帰分析の場合には，平均値 0 ，分散 .2と仮定されてい

る．

　さらに，マルチレベル分析においては，変動項を個人レ

ベル（レベル 1 ）だけでなく，より上位の地域レベル（レ

ベル 2 ）においても設定する必要がある．なお，その際

には，レベル 2 は下記の通り示すことができる．

　　 　（2）
　すなわち，j 番目の地域における健康感の平均（ ）

についてみると， （全地域を含めた健康感の全体平均）
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と （j 番目の地域を特徴づける効果）に分けることがで

きる．なお， は個人の健康感を予測するにあたり，j 番
目の地域がとりうる様々な値（正の影響も，負の影響も）

を表すことができる．

　この新たに追加された地域特有の項である は，地域

特有の影響として解釈され，それぞれの地域ごとに異なる

回帰直線が当てはめられる．これは，上位レベル（レベル

2 ）の地域は少数だが，下位レベル（レベル 1 ）の個人は

相当数含まれているというモデルには，効率的と考えられ

ており，またこうした特定の地域についての推論を目的と

する場合にも，適切な方法と考えられている．しかし，下

位レベル（レベル 1 ）の個人がほとんど存在しない地域

がある場合や，研究目的が地域一般に対する推論を行う場

合においては，このように各地域に個別のモデルを当ては

める手法では難しいと考えられている．

　このレベル 2 の（2）式をレベル 1 の（1）式に代入し

て，固定部分の項とランダム部分の項とにグループ化する

ことによって，（3）に示すいわゆるマルチレベルモデル

が構成される．これはランダム切片（random-intercepts）
モデル，分散要因（variance component）モデルとも呼ば

れている．

　　 　（3）

マルチレベル分析を用いた研究は何を明らかに
しうるのか

マルチレベル分析を用いた研究動向

　マルチレベル分析では，（1）構成効果（compositional 
effect）と文脈効果（contextual effect）の検証，（2）文脈

間の相違（地域間のばらつき）と個人間の相違（地域内の

ばらつき）の検証 ，（3）個人要因と文脈要因の交互作用

をふまえたモデルの検証などが可能となる． 
　こうしたマルチレベル分析を用いたアプローチは，

Health Demography にとどまらず，Ecoepidemiology 13-15），

Medical Geography1），さらには Medical Sociology 4）, 16）の

分野において用いられ，その関心は近年高まりつつある．

　こうしたマルチレベル分析への関心の高まりは，具体的

な研究の量的な面にも端的に現れている．たとえば

PubMed のデータベースに収録された雑誌記事情報の検索

から，マルチレベル分析を用いた研究動向について調べて

みると，研究論文は年々増加傾向にあり，2003年以降に

おいてはその傾向が顕著であることが明らかである（図1）
（註）．

　（註）これら先行研究の検索に関しては， PubMed の電

子データベースより1990年 1 月 1 日から2006年12月31日
の 期 間 に お い て 発 表 さ れ た 論 文 を 対 象 と し て， 
“Multilevel” AND “Health”というキーワードを用いて

実施した．

図 1　マルチレベルを用いた研究の動向

先行研究におけるマルチレベル分析の紹介

　マルチレベルモデルは，先述のとおり多くの本質的，及

び技術的な利点を有している分析モデルである．そこで，

これらの特徴についてマルチレベル分析を用いた論文の紹

介を通して概観していくこととする．第一の論文と第二の

論文はある意味，対をなすものであるが，それぞれの論文

の主要な論点は，第一の論文においては構成効果

（compositional effect）を調整したうえで，文脈間のばら

つき（contextual variation）が存在するかを検証している

ものであり，第二の論文は個人レベルの構成効果

（compositional effect）を調整したうえで，文脈効果

（contextual effect）の影響が存在するか検証を試みている

ものである．

　最後に紹介する論文においては，近年，わが国において

もマルチレベル分析を用いた研究に対してその関心が高ま

りつつあるなかで，わが国の研究者によってマルチレベル

分析を用いて発表された論文であり，個人レベルの構成効

果（compositional effect）と地域レベルでの文脈効果

（contextual effect）を明らかにするとともに，地域間にお

ける変動についても示されたものである．以下では，それ

ぞれの論文の概要を紹介するとともに，マルチレベル分析

に関わる論点を示すこととする．

（1）Neighborhood differences in social capital: a 
compositional artifact or a contextual construct17）

　文脈効果（contextual effect）を検証する際に用いられ

る地域レベルの変数については，多くの場合において個人

レベルで測定された変数の集団内での平均値や代表値に

よって分析が行われている．そこで，本論文では個人の基

本属性や社会経済的要因がどの程度個人レベルの変数であ

る信頼感に影響を与えているかについて検証がなされ，ま

たそうした個人レベルの要因を調整したうえで，地域間に

おいてみた場合に信頼感がどの程度のばらつきを有してい

るかに関してマルチレベル分析を行い，検証することが目

的とされている．すなわち，本論文においてはマルチレベ

ルモデルの第一の特徴，つまりアウトカムのばらつきにつ

いての検証が試みられているといえる．

　さて，本論文における具体的なマルチレベル分析では，
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個人（n=6,300）と地域（n=343）の 2 つのレベルからな

るランダム切片モデルにより検証が行われている．個人レ

ベルの変数としては，個人の基本属性である年齢，性別，

人種，婚姻状態，そして社会経済的要因である収入，教育

歴が用いられている．また従属変数として近隣住民に対す

る信頼感（trust）が用いられ，さらにこの変数は二値に置

き換えられて分析が行われている．

　これらの変数についてロジスティックモデルを用いて分

析を行っているのであるが，具体的にはアウトカムである

信頼感に関して，個人の基本属性および社会経済的要因で

ある構成効果（compositional effect）を調整したうえで，

そのような個人要因によっては説明しきれない地域的要因

のばらつき，つまり文脈間のばらつき（contextual 
variation）がみられるかという点を明らかにすることを試

みている．

　その結果として，個人レベルの要因としては若年層，黒

人（人種），別居者 / 離婚者（婚姻状態），低収入，中等度

の学歴（低 / 高学歴では信頼感が高いという U 字型の関

係）であることが信頼感の低さと関連性が示されている．

また，個人レベルの要因間における交互作用についても検

討がなされているが，このような個人レベルの基本属性や

社会経済的な要因を調整したうえでも，地域間において信

頼感のばらつきには一定の有意性がみられることが示され

ている．

　こうしたマルチレベル分析の結果より，地域レベルの信

頼感が，集団の特徴を示す文脈変数（contextual variable）
であることを実証できたことは，本論文の評価されるとこ

ろと著者らは主張している．また多くの論文でみられるよ

うに，個人レベルの変数を集約して地域の文脈変数とする

ことには，理論的な裏づけが今後求められるが，このよう

にマルチレベル分析を用いることによって，地域変数の有

用性の検証に迫ることが可能になるのである．

（2）Social trust and self-rated health in US Communities: a 
multilevel analysis18）

　本論文の目的は，個人の健康感に対する地域レベルの社

会的信頼度（social trust）が，個人の基本属性，社会経済

的要因そして個人レベルの信頼感を調整したうえで，なお

影響を持つものであるかという点を明らかにすることにあ

る．一番目の論文の主たる目的が，個人の基本属性を調整

したうえで，信頼感に地域レベルのばらつきがみられるか

という点を検討したものである一方で，本論文は上記にお

いて述べたマルチレベルモデルの第二の特徴，つまり地域

レベルの社会的信頼度という文脈的要素（context）が，

その当該地域にある人々に影響を与えているかという点の

検討がなされている．さらに本論文においては，マルチレ

ベルモデルの第三の特徴である，個人レベルの要因と地域

レベルの要因の交互作用に関しても検討を行っている．

　さて，本論文における具体的なマルチレベル分析では，

個人（n=21,456）と地域（n=40）の 2 つのレベルからな

るランダム切片モデルを用いている．このモデルでは，個

人レベルの変数として三種類の独立変数グループを想定し

ているのであるが，第一のグループは基本属性に関わるも

ので，具体的には年齢，性差，人種，婚姻状態であり，第

二のグループは社会経済的要因に関連するもので，教育

歴，収入である．さらに第三のグループとして，（1）一

般的個人間信頼度と（2）信頼性の程度，という二つ変数

から個人レベルの信頼感変数を作成して用いている．地域

レベルの変数としては，先の個人レベルの信頼感に関する

変数のうち，一般的個人間信頼度を統合した（文脈的）社

会信頼変数（contextual social trust variable）を用いてい

る．また，従属変数としては主観的健康感が二値に置き換

えられて分析が行われている．

　本論文においては，これらの変数についてロジスティッ

クモデルを用いた分析を行っているのであるが，この分析

により個人レベルの構成効果（compositional effect）を調

整したうえでの文脈効果（contextual effect）の影響が明

らかにされている．具体的には，個人レベルでは社会経済

的要因（収入と教育）の強い影響が示されているのである

が，これらの構成効果（compositional effect）を考慮して

も，文脈効果（contextual effect）である地域レベルの信

頼度が高いほど，個人の主観的健康感が良いという関連性

が示されている．しかしこの関連性は，個人レベルの信頼

感をモデルに組み入れると，統計上の有意差が消失してし

まうのである．こうした結果からまず言えることは，個人

の信頼感を統合した地域レベルの信頼度の主観的健康感へ

の影響は，統計解析上発生していた人為的なものにすぎな

い可能性があるというものである．ただし，地域レベルの

信頼度と個人の信頼感との交互作用の検討においては，統

計学的な有意性は保たれており，かなり複雑な関連性が対

象において生じているということが示唆された．具体的に

は，地域の信頼度は必ずしもすべての人々に対して健康を

高めるように機能するのではなく，高い信頼感を持つ個人

の健康のみを高めるように機能するということである．

　このように，マルチレベル分析を行うことによって，こ

れまでに想定されていたよりも現実的かつ複雑なメカニズ

ムに迫ることができるようになるのである．

（3）Accumulation health risk behaviors in associated with 
lower socioeconomic status and women’s urban 
residence: a multilevel analysis in Japan19）

　本論文では，個人，及び地域の社会経済的要因と健康関

連行動（health-related behaviors）との関連性に関して，

25歳から59歳の日本国民の代表的サンプルから得られた

データにより，マルチレベルモデルの第一の特徴である地

域間のばらつきについて検証を行うとともに，第二の特徴

である地域の文脈的要因（context）が健康関連行動に対

してどの程度の影響を与えているかに関しても検証がなさ

れている．

　さて，本論文におけるマルチレベル分析では，個人
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（n=41,106）と地域（n=60）の 2 つのレベルからなるラン

ダム切片モデルにより検証が行われている．したがって，

個人レベルの変数としては，年齢，婚姻状態，職業，世帯

収入，さらに地域レベルの変数として人口一人当たりの所

得，失業率が独立変数として用いられている．なお，本研

究では男女で層別してマルチレベル分析を試みているた

め，個人レベルの変数に性別は含まれていない．また，従

属変数としては，6 つの健康リスク行動，すなわち，喫煙，

飲酒，不健康な食習慣，運動不足，ストレス感，健診未受

診が用いられている．これらの変数によって，ロジス

ティックモデルを用いた分析が行われている．これによ

り，個人，及び地域の社会経済的要因が健康リスク行動に

与える影響について性別ごとに検証するとともに，各健康

リスク行動の地域間の変動については級内相関係数（Intra-
regional correlation）により明らかにされている．

　具体的には，個人の社会経済的要因として，離婚（男

性・女性），就労形態（女性），低い職業階層（男性），低

い世帯収入（男性・女性）などが健康リスク行動と関連性

を示していた．また，個人の社会経済的要因を調整したう

えで，地域の変数である人口一人当たりの所得や失業率に

関しても，健康リスク行動との関連性が示されているが，

こうした地域の変数の影響については，男性に比べて女性

の方がより顕著であった．また，各健康リスク行動の地域

間の変動は大きく異なっており，こうした地域間における

変動は男性に比べて女性において顕著であることが示され

ている．女性の健康リスク行動は地域レベルの変数である

一人当たりの所得と正の関係があることから，一人当たり

の所得で表現される都市化が女性の健康リスク行動と関連

し，それは，近年わが国で認められる都市部の女性の高い

死亡率を部分的に説明すると結論している．

　このようにマルチレベル分析よって，各健康リスク行動

の地域間のばらつきとそれらに地域の社会経済的要因が与

える影響が男女で大きく異なっているということが示され

たのであるが，こうした階層構造に基づくデータから得ら

れた一連の知見により，個人レベルにとどまっていた従来

の視点に加えて，地域間における社会経済的な格差が健康

に及ぼすメカニズムへと迫ることができるのである．

健康政策における応用可能性について

　健康における様々な政策を考える際に，もっぱら個人の

レベルにのみ焦点をあてるだけで十分なのであろうか．そ

れとも集団レベルの特性や環境要因に関しても焦点をあて

るべきなのであろうか．この問題は，新たに注目されつつ

ある政策的な議論であり，これからの健康政策の具体的な

展開を検討していくうえで大きな示唆を含んでいる．たと

えば，個人レベルにおける主要な要因を考慮したうえで

も，アウトカムに地域間のばらつきが認められる場合，そ

れは集団レベルの特性や環境要因に焦点を当てるべきであ

ることを強く示している（たとえば，社会的・物理的なイ

ンフラを整備することや，地域の差別廃止に取り組むな

ど）．

　さらに集団レベルの特性，とくに特定地域における特性

を加味することなく，個人にのみ焦点を当てた健康政策に

は，ある種のリスクが伴うとも考えられる．具体的には，

ある健康政策が特定の地域に居住する特定の個人にとって

は，その健康を増進するものであったとしても，異なる地

域に居住する同種の特性を持つ個人にとっては，そうした

健康政策が逆に健康を損なう帰結をもたらす可能性がある

ということである．たしかにこうした問題も，より個人の

特性を細かくかつ深く組み込んだ健康政策によって対応可

能であるとの考えもあるが，コスト，プライバシー，そし

てその実現可能性ということを考慮すれば，現実的ではな

い．

　したがって，より現実的な健康政策の方策としては，少

なくともこれまでのように個人がどこに住んでいようが，

どのような集団に属していようが，その介入の本質として

はあまり考慮することなくなされてきた点を見直し，より

文脈的な面を考慮した介入とそれを支える政策が必要とさ

れることをマルチレベル分析は示している．

　アメリカにおけるエビデンスからは，異なる地域レベル

での社会過程に対して因果関係が検証され，それぞれの社

会過程において独自の役割が存在することが強く示唆され

ている．また，経済学や地理学そして社会学など関連する

他の多くの学問領域から，手法やアプローチを組み合わせ

て公衆衛生分野に応用することにより，文脈効果

（contextual effect）についての研究は因果関係の検証にお

いても一歩ずつわれわれの理解を進め，結果としてわれわ

れに新たな健康政策への示唆をもたらしてくれると考えら

れるのである．
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